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はじめに

東京都水道の
一日最大配水量
（万㎥／日）

1985年度 590

1986年度 601

1987年度 566

1988年度 558

1989年度 567

1990年度 613

1991年度 596

1992年度 617

1993年度 591

1994年度 590

1995年度 576

1996年度 577

1997年度 560

1998年度 550

1999年度 535

2000年度 520

2001年度 539

2002年度 519

2003年度 506

2004年度 522

2005年度 508

2006年度 505

2007年度 497

2008年度 492

2009年度 495

2010年度 490

2011年度 480

2012年度 469
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第１章	
 原判決の判断基準の誤り
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１	
 原判決の判示

２	
 ダム使用権設定申請を取下げは自由である
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３	
 国の納付通知の拘束力は撤退権を行使しない理由にならない

４	
 「ダム使用権設定予定者たる地位」に関する原判決の判断の誤り
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５	
 特定多目的ダム法の施行令の改正について
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６	
 環境保護法令違反の違法について
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2003年年12⽉月の予測

【図表2-‐‑‒1-‐‑‒1】 　東京都⽔水道の⼀一⽇日最⼤大配⽔水量量の実績と都の予測

年年度度

出典：東京都⽔水道局の資料料

 

21  

21  

水需要予測の最新の
実施年月

負荷率の将来値の設定法
負荷率の採用年度または採用
負荷率より小さい最新年度

群馬県 2007年3月 過去10年間の最低値 1997年度

栃木県 2005年3月 過去10年間の最低値 1994年度

茨城県 2007年3月
過去16年間で小さい方の

5ヵ年の平均値
1996年度

埼玉県 2007年3月 過去10年間の最低値 1997年度

千葉県 2008年9月 過去10年間の最低値 1996年度

東京都 2003年12月 過去15年間の最低値 1986年度

【図表２－１－２）　利根川流域６都県水道の水需要予測の実施年度と負荷率の設定法

（出典：各都県の資料）
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(2)減少率率率 (3)供給量量 (5)減少
率率率 (6)供給量量

万㎥/⽇日 ％ 万㎥/⽇日 万㎥/⽇日 ％ 万㎥/⽇日

江⼾戸川⽔水利利統制 49.5 21.4 38.9 48.5 21.4 38.1

中川・江⼾戸川緊急導⽔水 44.7 21.4 35.1 43.7 21.4 34.4

⽮矢⽊木沢ダム 33.5 21.4 26.3 32.8 21.4 25.8

下久保ダム 105.6 21.4 83.0 103.4 21.4 81.3

利利根川河⼝口堰 117.4 0.0 117.4 115.0 0.0 115.0

草⽊木ダム 47.6 21.4 37.4 46.6 21.4 36.6

渡良良瀬遊⽔水池 4.2 21.4 3.3 4.1 21.4 3.3

奈奈良良俣タム 17.3 21.4 13.6 17.0 21.4 13.4

埼⽟玉合⼝口⼆二期 4.7 21.4 3.7 4.6 21.4 3.6

霞ヶ浦開発 12.6 0.0 12.6 12.3 0.0 12.3

北北千葉葉導⽔水路路 23.4 21.4 18.4 22.9 21.4 18.0

利利根中央事業 7.1 21.4 5.6 7.0 21.4 5.5

荒川調節池 11.7 28.4 8.4 11.5 28.4 8.2

浦⼭山ダム 9.8 28.4 7.0 9.6 28.4 6.9

⽻羽村・⼩小作(⼩小河内ダム等) 110.6 0.0 110.6 99.2 0.0 99.2

砧上・砧下伏流流⽔水 19.8 0.0 19.8 18.4 0.0 18.4

多摩川の⼩小⽔水源（⼋八王⼦子
市・⻘青梅市・あきる野市内）

5.0 0.0 5.0 --- 0.0 ---

相模川 相模ダム 22.3 0.0 22.3 20.0 0.0 20.0

杉並地下⽔水 1.5 0.0 1.5 1.5 0.0 1.5

多摩統合市町の地下⽔水 28.0 0.0 28.0 --- 0.0 ---

多摩未統合市の地下⽔水 10.9 0.0 10.9 --- 0.0 ---

合計 687 -‐‑‒-‐‑‒ 609 618 -‐‑‒-‐‑‒ 541

地下⽔水

出典：嶋津暉之意⾒見見書２（甲49）の【図表12】より  

【図表2-‐‑‒2-‐‑‒1】 　東京都⽔水道の保有⽔水源の評価

控訴⼈人の評価 被控訴⼈人の評価

(1)従来の評価に
よる供給量量

利利⽔水安全度度1/10の評価 (4)従来の評価に
よる供給量量

利利⽔水安全度度1/10の評価

利利根川

荒川

多摩川
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【図表２－２－７】　東京都水道の各浄水場の利用量率（配水量／取水量） （単位　％）

東村山・
境・小作

砧・砧下 長沢 金町 三郷 朝霞 三園 杉並
朝霞以外の
浄水場

全浄水場

平成10年度 92.5 95.4 99.6 97.3 99.9 100.0 97.2 100.0 96.1 97.0

平成11年度 96.4 94.6 99.3 98.0 99.8 95.6 99.9 100.0 98.0 97.4

平成12年度 102.1 95.9 99.0 95.5 99.1 97.0 97.9 100.0 99.1 98.6

平成13年度 102.0 94.6 98.7 97.5 97.6 95.6 103.0 100.0 99.4 98.4

平成14年度 95.8 97.4 99.2 97.3 97.4 98.1 99.9 100.0 97.1 97.3

平成15年度 110.1 95.7 99.1 97.2 97.1 91.2 98.7 100.0 101.2 98.9

平成16年度 103.1 94.4 99.0 96.8 96.4 95.0 101.3 100.0 99.0 98.0

平成17年度 105.3 92.1 98.8 96.8 97.1 93.2 99.7 100.0 99.9 98.3

平成18年度 103.3 95.4 99.4 96.3 97.6 91.0 99.5 100.0 99.4 97.2

平成19年度 102.1 100.0 98.2 96.9 97.9 89.1 99.8 100.0 99.2 96.7
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栗栗橋

【【図図表表２２－－３３－－４４】】  利利根根川川流流域域図図  
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【【図図表表２２－－３３－－５５】】  群群馬馬県県のの水水収収支支（（群群馬馬県県環環境境基基本本計計画画 22000066－－

22001155））   
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【図表２－３－９】 　⼩小⾙貝川・⼾戸⽥田井地点の⾮非かんがい期の流流量量
 　（1990〜～2001年年度度の10〜～3⽉月の半旬平均流流量量）
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（流流量量データは国⼟土交通省省の資料料による。）



- 75 - 

 　【図表２－３－１０】 　東京都⽔水道の保有⽔水源と⼀一⽇日最⼤大配⽔水量量の推移
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⼀一⽇日最⼤大配⽔水量量の実績

（配⽔水量量の実績：東京都⽔水道局「事業年年報」）
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【図表２－３－１３】 　国⼟土交通省省による⼋八ッ場ダムの貯⽔水池運⽤用計算（1955〜～1984年年度度）
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第３章	
 控訴審の主張・立証で確認された事実
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年年度度   



- 99 - 

予測式 予測式 予測式

Ａ 個人所得 Ａ
年間商品販売

額
Ａ

第二次産業従業
者数

Ｂ 平均世帯人員 Ｂ
サービス業総
生産

Ｂ 年次

Ｃ 年次

Ａ
雇用者報酬/総

人口
Ａ

第三次産業総
生産

Ａ 製造品出荷額等

Ｂ 平均世帯人員 Ｂ
第三次産業就
業者数

Ｂ 年次

Ｃ 年次

Ａ 平均世帯人員 Ａ
飲食店・宿泊業

要因
Ａ 製造業要因

Ｂ 経済活動要員 Ｂ 年次

Ａ
水使用機器要

因
Ａ 学校要因 Ａ 製造業要因

Ｂ 節水意識

Ｃ
都内総生産／
総人口

Ａ
一戸建てに住む
一般世帯比率

Ａ 教員数 Ａ
第二次産業事業

所数

Ｂ
自動食器洗い
機普及率

Ｂ 年次 Ｂ 製造品出荷額等

Ｃ 平均洗濯回数

Ａ 年次 Ａ 年次 Ａ
第二次産業就業

者数

Ｂ
雇用者報酬／
一般世帯数

Ａ
1世帯あたり雇
用者報酬

Ａ
年間商品販売

額
Ａ

第二次産業総生
産

Ｂ 平均世帯人員 Ｂ 事務所床面積 Ｂ
第二次産業就業

者数

Ｃ
1世帯あたり延
べ面積

都市活動用水 工場用水

2005年度
予測（現
行モデル）

1人あたり生活用
水＝2.00608＋
0.462962＊
LO G (A)－
0.24363＊
LO G (B )

都市活動用水＝
1.92855+0.56161
＊LO G (A)＋
1.15317＊
LO G (B )－
2.68483＊LO G
（C)

工場用水＝
24.6787＋
0.302281＊
LO G (A)－3.56823
＊LO G（B)

説明変数 説明変数 説明変数

2005年度
予測（改
良モデル）

1人あたり生活用
水＝315.260093
－23.232254＊A
＋13.9039585＊
B

都市活動用水＝
226789＋
20112.879*Ａ－
10390.464*Ｂ

工場用水＝
74955.023＋
28700.617＊A

2006年度
予測

1人あたり生活用
水＝180.786928
－6.747946＊A－
０.9310127＊B＋
0.0153265＊C

都市活動用水＝
1260599.999473
3＋
75745.7300891
＊Ａ

工場用水＝
95466.67＋
17203.08＊A

【図表3-‐‑‒1-‐‑‒2】 　各年年度度の予測で使われた各⽤用途の予測式 　（出典：東京都⽔水道局の開⽰示資料料）

従前の予
測（2003
年12月）

1人あたり生活用

水＝ｅ4.14034＊Ａ
0.242654＊Ｂ-0.571423

都市活動用水＝

ｅ11.7166＊Ａ0.315584

＊Ｂ0.134784＊Ｃ-

0.619029

工場用水＝ｅ-

1.45228＊Ａ103340＊Ｂ
-0.430337

2007年度
予測

1世帯あたり生活

用水＝ｅ５.05305＊Ａ
0.22933＊Ｂ0.01625＊

Ｃ0.25859

都市活動用水＝

ｅ9.75378＊Ａ0.70600

＊Ｂ0.83038

工場用水＝ｅ
10.77202＊Ａ1.75688＊

Ｂ0.17758

生活用水

2009年度
予測

1世帯あたり生活
用水＝-448.1＋
0.0178＊Ａ
+295.3*Ｂ+3.56*
Ｃ

都市活動用水＝
0.00474*Ａ
+0.00342*Ｂ

工場用水＝-
50.10＋0.00339
＊Ａ+0.0000247
＊Ｂ

2008年度
予測

1世帯あたり生活

用水＝ｅ3.099＊Ａ－

0.05103＊Ｂ0.3785

都市活動用水＝

1090+e5.6882＊e-

0.1042Ａ

工場用水＝e-16.32

＊Ａ1.486
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第５章	
 控訴人らの求める事実解明を阻んだ裁判所
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第６章	
 結論


